
２００６年（平成１８年）４月３０日 町 田 市 議 会 だ よ り No.１６０ （４）

　

伊
藤
泰
人（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

就
任
直
後
と
は
い
え
「
当

面
の
施
政
の
方
針
に
つ
い
て
」
か

ら
は
、
新
市
長
の
町
田
市
政
に
対

す
る
基
本
姿
勢
が
わ
か
り
に
く
い
。

そ
こ
で
、
町
田
市
政
に
対
す
る
基

本
姿
勢
を
具
体
的
に
お
示
し
い
た

だ
き
た
い
。

　

市
長　

一
つ
は
「
私
は
、
新
し

い
町
田
の
市
長
と
し
て
四
一
万
市

民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
活
動
し
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
一
つ
ひ
と
つ

の
活
動
に
つ
い
て
、
市
役
所
職
員

問

と
と
も
に
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
ま
ず
示

し
て
い
ま
す
。
二
番
目
の
「
新
し

い
時
代
に
な
り
ま
し
た
」
は
、
端

的
に
時
代
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
こ
と
が
三
番
目
で
、

公
の
仕
事
に
携
わ
る
市
役
所
が
最

も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
価

値
は
信
頼
で
あ
る
と
申
し
上
げ
て

い
る
わ
け
で
す
。
第
一
、
第
二
、

第
三
は
四
年
間
を
通
じ
て
本
質
的

に
変
わ
ら
な
い
つ
も
り
で
出
し
て

い
ま
す
。

新

市

長

の

基

本

姿

勢

を

問

う

介

護

保

険

の

負

担

軽

減

を

求

め

て

浪

江

虔

先

生

図

書

館

の

保

存

を

求

む

　

�　

特
に
鶴
川
地
域
に
は
多
く

の
文
化
的
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、

協
働
し
た
取
組
み
等
を
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
浪
江

虔
先
生
の
図
書
館
の
棚
だ
け
で
も

寄
付
し
て
い
た
だ
き
保
存
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
？

　

教
育
長　

浪
江
先
生
の
棚
の
保

存
の
件
に
つ
い
て
は
ご
家
族
の
方

と
も
相
談
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な

保
存
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

問

回
策
定
し
ま
し
た
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
施
設
整
備
計
画
と

し
て
、
増
床
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

�　

耐
震
補
強
工
事
の
未
実
施

校
を
早
急
に
な
く
す
た
め
に
、
実

施
計
画
を
ど
の
よ
う
に
見
直
し
て

具
体
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

保
有
耐
力
の

低
い
学
校
か
ら
順
次
工
事
を
進
め

て
い
き
た
い
。
耐
震
補
強
単
独
の

工
事
の
完
了
は
、
小
学
校
は
二
〇

〇
九
年
、
中
学
校
は
二
〇
〇
六
年

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

減
免
制
度
を
拡
充
し
て
、

低
所
得
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

改

定
段
階
の
制
度
に
お
い
て
一
定
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
行
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　

�　

待
機
者
解
消
の
た
め
の
、

特
養
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
増
床
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

今

問問

　

今
村
る
か（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

市
長
は
町
田
市
の
文
化
・

芸
術
の
発
展
の
為
に
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

市
長　

文
化
芸
術
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
政
策
の
分
野
と
し
て
認
識

を
し
て
い
ま
す
。
行
政
の
役
割
の

一
つ
と
し
て
、
市
民
の
文
化
芸
術

活
動
に
対
す
る
支
援
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
政
策

を
き
ち
ん
と
明
示
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

　

市
議
会
は
、
毎
年
三
月
、
六
月
、

九
月
、
一
二
月
の
四
回
開
か
れ
ま

す
。
こ
れ
を
定
例
会
と
い
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
の
招
集
は
市
長
が
行
い

ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
の
四
分

の
一
以
上
の
議
員
か
ら
招
集
の
請

求
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
市
長
は

臨
時
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
会
議
は
全
議
員
で
構
成
し
、

議
員
定
数
の
半
数
以
上
の
出
席
で

成
立
し
ま
す
。
議
案
の
議
決
な
ど
、

議
会
の
意
思
を
決
定
す
る
重
要
な

会
議
で
す
。

　

会
議
の
期
間
（
会
期
）
は
、
付

議
さ
れ
る
案
件
の
数
な
ど
を
考
慮

し
て
決
め
ま
す
。

定
例
会
と
臨
時
会

本

会

議

　

市
議
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
や

請
願
な
ど
は
数
も
多
く
、
内
容
も

幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
慎
重
に
審
査
す
る
た
め

に
は
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
け
、

専
門
的
に
調
査
・
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
議

会
に
は
、
本
会
議
の
ほ
か
に
内
部

審
査
機
関
と
し
て
委
員
会
が
設
け

ら
れ
、
実
質
的
な
審
査
は
各
委
員

会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
に
は
、
常
設
の
常
任
委

員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
、
必
要

に
応
じ
て
設
置
す
る
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。

委

員

会

●
常
任
委
員
会

　

企
画
部
、
総
務
部
、
税
務
部
、

会
計
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
他
の

（
常
任
）
委
員
会
の
所
管
に
属
さ

な
い
事
項

　

健
康
福
祉
部
、
子
ど
も
生
活
部
、

市
民
病
院

企
画
総
務
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　

市
民
部
、
教
育
委
員
会

　

環
境
・
産
業
部
、
清
掃
事
業
部
、

建
設
部
、
都
市
計
画
部
、
水
道
部
、

下
水
道
部

文
教
生
活
常
任
委
員
会

都
市
環
境
常
任
委
員
会

　

次
の
事
項
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
を
審

査
し
ま
す
。

①
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

②
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
こ
と
。

③
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
こ
と
。

　

定
数
は
一
○
名
で
任
期
は
二
年

で
す
。

っ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議
会
か
ら
付

託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
み
審

査
・
調
査
を
行
う
能
力
を
持
ち
、

審
査
・
調
査
が
終
了
す
れ
ば
消
滅

し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会

●
特
別
委
員
会

　

町
田
市
議
会
に
は
、
法
外
委
員

会
と
し
て
災
害
対
策
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
市
が
実

施
す
る
災
害
応
急
対
策
に
積
極
的

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
災
害
復

旧
を
早
急
に
行
わ
せ
、
市
民
の
生

命
、
財
産
の
保
全
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
組
織（
現
行
十
一
名
）

は
議
長
、
各
常
任
委
員
長
、
各
会

派
か
ら
選
出
す
る
議
員
で
任
期
は

二
年
で
す
。

　

町
田
市
議
会
に
は
、
四
つ
の
常

任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

議
員
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
委
員

会
に
所
属
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

各
常
任
委
員
会
の
定
数
は
九
名

で
、
任
期
は
二
年
で
す
。

◎
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部

●
法
外
委
員
会

中央図書館の私立鶴川図書館資料コーナー

市

民

に

信

頼

さ

れ

る

ま

ち

づ

く

り

を

税
金
か
ら
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　

総
務
部
長　

価
格
の
算
定
は
不

動
産
鑑
定
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
要
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

基
準
に
つ
い
て
は
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

防
音
工
事
助
成
は
国
の
仕

事
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
民
の

た
め
に
、
相
談
窓
口
を
設
け
る
な

ど
、
市
が
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

　

企
画
部
長　

ご
指
摘
い
た
だ
い

て
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

問

　

熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

住
民
と
工
事
業
者
と
の
間

に
問
題
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

必
ず
当
該
住
民
と

お
会
い
し
て
、
内
容
の
把
握
、
確

認
を
行
い
ま
す
。
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
物
事
を
判
断
し
て
ほ
し
い

と
い
う
指
導
も
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
業
者
と

話
を
し
、
是
正
で
き
る
も
の
は
是

正
し
て
い
く
と
い
う
形
で
す
。

　

�　

借
り
上
げ
物
件
の
賃
料
も

問問

市

長

・

市

議

選

は

翌

日

開

票

に

せ

よ

横
浜
市
が
施
行
し
た
翌
日
開
票
の

導
入
を
求
め
る
。

　

選
挙
管
理
委
員
長　

選
挙
結
果

を
い
ち
早
く
有
権
者
に
お
伝
え
す

る
た
め
に
、
現
時
点
で
は
市
議
、

市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
即
日
開
票

で
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

市
民
の
負
託
に
応
え
る
為

に
選
挙
日
程
の
前
倒
し
を
求
め
る
。

　

選
挙
管
理
委
員
長　

四
年
後
の

選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
と
再
検
討
し
て
い
き
た

い
。 問

　

友
井
和
彦
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

財
政
難
、
大
量
退
職
時
代

と
市
経
営
の
難
局
を
向
か
え
、
新

規
採
用
職
員
に
対
し
て
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
伺
う
。

　

市
長　

現
業
職
員
は
基
本
的
に

は
採
用
を
し
な
い
方
向
で
す
。
行

政
の
継
続
性
の
観
点
か
ら
、
事
務

技
術
系
に
つ
い
て
は
、
毎
年
複
数

の
人
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

経
費
節
減
、
低
投
票
率
と

民
主
主
義
へ
の
問
い
か
け
の
為
、

問問

委員会室【第一委員会室】 委員会室【議場ロビー】

申し込み先
議会事務局

1０４２－７２４－２１７１
（直通）

「点字」「テープ」
の市議会だよりを
ご利用下さい。

　

特
別
委
員
会
は
、
市
民
生
活
上
、

あ
る
い
は
政
治
上
、
特
に
重
要
で

あ
る
と
か
、
二
つ
以
上
の
常
任
委

員
会
の
所
管
に
ま
た
が
り
、
委
員

会
の
連
合
審
査
で
は
所
期
の
目
的

が
達
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
定
の

事
件
の
審
査
や
調
査
を
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
議
会
の
議
決
に
よ

用 語 の 解 説
本文中の青文字の解説です

◎中規模集会施設（通称：中規模会館）【２面・６面】
　中規模集会施設は、地域センターを補完する集会施設で、
市が建設費を補助し、地元地域住民によって組織された施設
委員会が設置・運営するものです（一部行政が設置した施設
もあります）。
◎次々販売【３面】
　業者（複数の場合も含む）が一人の消費者を繰り返し狙い、
次々と商品等を売りつける商法のことです。
◎生産緑地【５面】
　市街化区域内にある農地の緑地機能に着目し、公害や災害
の防止などに効果のある農地を計画的に保全することにより、
良好な都市環境の形成を図ることを目的に定めるものです。
　生産緑地地区に指定された農地は、税制面での優遇を受け
られるため、農業の継続がしやすくなります。その一方で、
農地保全の観点から建築物などの新築・増改築などの行為は
制限されます。
◎老老介護【６面】
　高齢者が高齢者を介護することを指します。高齢化した子
が、より高齢化した親を介護するという面で負担が多く、共
倒れや介護過労死の危機が問題とされています。


